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見よ。わたしは新しい事をする。 

今、もうそれが起ころうとしている。 
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礼拝順序 2021 年１２月５日 

ピアノ：赤松眞佐子姉 オルガン：力丸勝子師 

司会：小松瑞枝姉 献身の祈り：阪本良男兄 メッセージ：山﨑牧師 

 

祈祷  開会の祈り 

信仰告白 使徒信条・標語聖句唱和 

賛美  新聖歌 21「輝く日を仰ぐとき」 

祈祷 ＊今日までのめぐみに感謝し、新たな献身を祈りましょう！* 

祈祷  献身の祈り 

賛美  新聖歌 257「キリストは生きておられる」 

賛美  コーラス 25「我が灯のために」 

聖書朗読 マタイによる福音書 2 章 1‐12 節 

説教題  「私が持っているものを」 

祈祷  御言葉の応答の祈り 

聖餐式   奉仕者： 大熊 強 兄・石田紘一郎兄・吉武尚美姉・阪本睦月子姉 

頌栄  「主の祈り」 

祈祷  祝福と派遣の祈り 

 

 

 

    交わりの三省 

  ＊互いに愛し合っていますか 

  ＊互いに赦し合っていますか 

  ＊互いに祈り合っていますか 

 



説教要約 
マタイによる福音書 2章 1－12節 

「私が持っているものを」 

 

●ユダヤ人と東方の博士の違い 

今日の聖書箇所に記されている、ユダヤ人（祭司長と学者たち）

と東の国から来た博士たちの違いについて考える事が、この箇所

から語られるメッセージを読み取るポイントになっていきます。

そこで浮かび上がってくる“違い”とは、神の国の王に従うか、

世の王に従うかです。今日の箇所は一つの“皮肉”が記されてい

ます。それはどの国の人達よりも神の国の言葉に熱心であったユ

ダヤ人がヘロデ王に従った事です。一方、東方の博士達は聖書の

言葉を知りません。自分達が学び続けた天文学の知識を生かして、

一つの事を突き止めました。それが救い主はベツレヘムで誕生す

ると言う事です。そして東方の博士達の注目するべき点はその方

を実際に拝むためにベツレヘムに向かったと言う事です。彼らか

ら学ぶべき事は、ひた向きに神の深いご計画を追い求める事です。

一言でまとめるなら、イエスを主として礼拝する事です。 

 

●知識と知恵の違い 

 知識は辞典によると「ある事柄について、いろいろ知る事、知

っている内容」とあります。そして知恵は「物事の道筋がわかり、

うまく処理して行ける能力」とあります。興味深い事に英語の聖

書では、博士達は“Wise Men”と訳されています。つまり、思慮

分別の出来る賢い人達と訳されているのです。彼らは自分の知識

をイエス様の為だけに使いました。経済力、知識、能力、彼らは 

自分の持っているもの全てを使って、イエス様に会いに行きま

した。礼拝を捧げる為です。黄金、乳香、没薬の贈り物を通じて、

「あなたこそ、私達を治め、救いに導く王様です」というメッセ

ージを捧げました。博士達の名前が今日まで語り続けられている

のは、救い主を知っている事にとどまらず、追い求めたからです。

そして主は真理を追い求める者達に、必ず永遠の救いをもって報

いて下さいます。これが聖書の希望です。 

 

●「金持ち、お金持ち」と「貧乏、貧乏」の違い 

 岩淵まことさんの歌で「ただありがとう」という歌があります。

その歌の中に「金持ち、お金持ち（略）貧乏、貧乏」という歌詞

があります。この歌の一番大切なメッセージは「持っているもの

を大切にしよう」だと思います。地位や名誉が一番になると、“有

る”か“無い”かで、幸せを測るようになります。しかし、命は

最初から“在る”のです。つまり世に存在する事をゆるして下さ

った、神様にただありがとうと歌う事が“金持ち、お金持ち”だ

と私はこの歌を理解します。ですから、私達が持っているものを

精一杯使って、礼拝する事が大切です。私という“存在”を通じ

て、イエス様を世に現わす事が大切です。主はそんな私達を永遠

の命をもって豊かに顧みて下さいます。小さな私達です。主に「た

だありがとう」と歌う事が、この世に対する証しの第一歩です。 

 

 

 

 

 

 

 


